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(57)【要約】
　複数のスピーカドライバと、制御プロセッサとを含む
ことができる装置が提供される。制御プロセッサは、ス
ピーカドライバを柔軟にグループ化するように構成され
ることができる。制御プロセッサは、少なくとも１つの
グループからのオーディオ出力の指向性を制御し、およ
び分散したプロファイルに関連付け可能な少なくとも１
つの音場を生成するように、少なくとも１つの制御され
るグループからの、少なくとも１つのスピーカドライバ
からのオーディオ出力に時間遅延をもたらすタスクを行
うようにさらに構成されることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のスピーカドライバ（１１０）を有する装置（１００）であって、
　スピーカドライバ（１１０）を柔軟にグループ化する、および
　少なくとも１つのグループ（６０６、６０８、６０９）からのオーディオ出力の指向性
を制御し、および分散したプロファイルに関連付け可能な少なくとも１つの音場（６０４
）を生成するように、少なくとも１つの制御されるグループ（６０６、６０８、６０９）
からの、少なくとも１つのスピーカドライバ（４、５）からのオーディオ出力に時間遅延
をもたらすタスクを行う
　ように構成された制御プロセッサを備える装置（１００）。
【請求項２】
　オーディオ出力の指向性は、前記制御されるグループからのオーディオ出力が非収束指
向性出力に基づくように制御される請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　オーディオ出力の指向性は、前記制御されるグループからのオーディオ出力が平行化さ
れた指向性出力に基づくように制御される請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　オーディオ出力の指向性は、前記制御されるグループからのオーディオ出力が発散指向
性出力に基づくように制御される請求項２に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般にオーディオおよびビデオ関連動作の両方の能力を有するサウンドバー
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在のサウンドバーは、オーディオ関連機能に専用化されている。具体的には現在のサ
ウンドバーは、主としてユーザの楽しみ／エクスペリエンスを改善するように、それらが
ペア化されているメディアプレーヤデバイス（例えばＭＰ３プレーヤ）からのオーディオ
信号のオーディオ知覚を向上するように専用化されている。
【０００３】
　ユーザがビデオ再生を望む場合、ビデオ再生の能力を有する他のデバイスが必要になる
。従って消費者は、すべてそろった娯楽のためには複数のデバイスを必要とすることにな
る。
【０００４】
　複数のデバイスが必要なことは、雑然とした状態を生じ得ることが理解されることがで
きる。
【０００５】
　従って、上記の問題に対処する解決策をもたらすことが望ましい。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示の態様によれば、複数のスピーカドライバを有する装置（すなわちサウンドバー
）が提供される。
【０００７】
　装置は、制御プロセッサを含むことができる。
【０００８】
　制御プロセッサは以下を行うように構成されることができる：
　１）スピーカドライバを柔軟にグループ化する、および
　２）少なくとも１つのグループからのオーディオ出力の指向性を制御し、および分散し
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たプロファイルに関連付け可能な少なくとも１つの音場を生成するように、少なくとも１
つの制御されるグループからの、少なくとも１つのスピーカドライバからのオーディオ出
力に時間遅延をもたらすタスクを行う。
【０００９】
　本開示の実施形態は、下記の図面を参照して本明細書の以下で述べられる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１ａ】本開示の実施形態による、ケーシングを有するサウンドバーを示す図である。
【図１ｂ】本開示の実施形態によれば図１ａのサウンドバーのケーシングは、ケーシング
内に複数のスピーカドライバおよび処理部を搭載するように形作られおよび寸法設定され
ることができることを示す図である。
【図１ｃ】本開示の実施形態によれば図１ａのケーシングの側面の１つは、ユーザ制御部
およびインターフェース部を搭載するように形作られおよび寸法設定されることができる
ことを示す図である。
【図１ｄ】本開示の実施形態によれば図１ａのケーシングの側面の１つは、接続部、１つ
または複数の送信部、および１つまたは複数の取り付け部を搭載するように形作られおよ
び寸法設定されることができることを示す図である。
【図１ｅ】本開示の実施形態による、図１ｄの接続部をさらに詳しく示す図である。
【図２】本開示の実施形態による、図１ｃのインターフェース部をさらに詳しく示す図で
ある。
【図３】本開示の実施形態による、図１ｂの処理部をさらに詳しく示し、処理部はオーデ
ィオモジュールを含むことができることを示す図である。
【図４】本開示の実施形態による、図３のオーディオモジュールをさらに詳しく示し、オ
ーディオモジュールは一次オーディオプロセッサ、中間オーディオプロセッサ、および二
次オーディオプロセッサを含むことができることを示す図である。
【図５】本開示の実施形態による、制御プロセッサと呼ばれることができる図４の二次オ
ーディオプロセッサは、１つの例示的応用例において１つまたは複数のタスクを行って１
つまたは複数の音場を生成するように構成されることができることを示す図である。
【図６】本開示の実施形態による、１つまたは複数の音場を生成するための、図１ａのサ
ウンドバーに関連した例示的セットアップを示す図である。
【図７】本開示の実施形態による、図６の例示的セットアップに関連した凸状スピーカ配
置および凹状スピーカ配置を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本開示は、サラウンドサウンドエクスペリエンスに加えて、ユーザの聴覚的知覚に追加
の高さの次元をもたらすエレベーションチャネルスピーカを有するサウンドバーに関する
。サウンドバーは、例えば、低周波オーディオ信号（すなわち低音）の聴覚的知覚を向上
するように、サブウーファに結合されることができる（無線および／または有線での結合
）。
【００１２】
　さらに、サウンドバーは、多様なＷｉ－Ｆｉオーディオベースのプロトコル（例えばＡ
ｐｐｌｅ　Ｉｎｃ．によって開発された「Ａｉｒｐｌａｙ」、およびＧｏｏｇｌｅ　Ｉｎ
ｃ．によって開発された「Ｇｏｇｇｌｅ　Ｃａｓｔ」）をサポートするように構成される
ことができる。さらに、サウンドバーは、「Ｓｐｏｔｉｆｙ」および「ＴｕｎｅＩｎ」な
どの音楽ストリーミングサービスをサポートするように構成されることができる。さらに
、サウンドバーは、カラオケ装置として使用可能となるように構成されることができる。
サウンドバーは、音声制御などの他のオーディオ関連機能を実行する／サポートすること
ができるように構成されることができる。
【００１３】
　上記で論じられたオーディオ関連機能に加えて、サウンドバーはビデオ関連機能をサポ
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ートすることができるように構成されることができる。具体的には、サウンドバーは、「
Ｎｅｔｆｌｉｘ」、「Ｈｕｌｕ　ｐｌｕｓ」、および「ＨＢＯ　Ｇｏ」などのオンライン
ソースからのビデオ再生をサポートするように構成されることができる。
【００１４】
　従って、サウンドバーは、オーディオ関連機能およびビデオ関連機能の一方または両方
の能力を有することができる。さらにサウンドバーは、ユーザがコンテンツを記憶するこ
とを可能にする／容易にすることができる。
【００１５】
　従って、サウンドバーは、音響、ビデオ、および記憶のハブとして働くユーザフレンド
リなデバイスとなり得ることが理解できる。
【００１６】
　サウンドバーは、本明細書の以下で図１から図７を参照して論じられる。さらに、」サ
ウンドバーは単に装置と呼ばれることができる。
【００１７】
　図１ａを参照すると、本開示の実施形態によるサウンドバー１００が示される。サウン
ドバー１００は、第１の表面１０４、第２の表面１０６、および側面１０８を含むケーシ
ング１０２を含むことができる。第１および第２の表面１０４／１０６は、互いに対向す
ることができ、第１および第２の表面１０４／１０６の間に側面１０８が形成されるよう
に間隔が空けられることができる。従って、側面１０８は、例えば、第１の側面１０８ａ
、第２の側面１０８ｂ、第３の側面１０８ｃ、および第４の側面１０８ｄを含むことがで
きる。第１の側面１０８ａおよび第３の側面１０８ｃは、対向する側面となることができ
、第２の側面１０８ｂおよび第４の側面１０８ｄは、対向する側面となることができる。
【００１８】
　サウンドバー１００の例示的な向きにおいて、第１の表面１０４はサウンドバー１００
の上面と考えられることができ、第２の表面１０６はサウンドバー１００の底面と考えら
れることができ、第１の側面１０８ａはサウンドバー１００の正面と考えられることがで
き、第２の側面１０８ｂはサウンドバー１００の右側面と考えられることができ、第３の
側面１０８ｃはサウンドバー１００の背面と考えられることができ、第４の側面１０８ｄ
はサウンドバー１００の左側面と考えられることができる。
【００１９】
　図１ｂ、図１ｃ、図１ｄ、および図１ｅを参照するとケーシング１０２は、複数のスピ
ーカドライバ１１０、処理部１１２、ユーザ制御部１１４、インターフェース部１１５、
および接続部１１６を搭載するように形作られおよび寸法設定されることができる。さら
に、ケーシング１０２は、１つまたは複数の送信部１１８および／または１つまたは複数
の取り付け部１２０を搭載するように形作られおよび寸法設定されることができる。
【００２０】
　具体的には、図１ｂは、本開示の実施形態によれば、ケーシング１０２は、ケーシング
１０２内にスピーカドライバ１１０および処理部１１２（すなわち点線によって示される
）を搭載するように形作られおよび寸法設定されることができることを示す。例えば図１
ｂには明示的に示されてはいないが、ケーシング１０２は、１５個のスピーカドライバ１
１０を搭載するように形作られおよび寸法設定されることができる。１５個のスピーカド
ライバ１１０は、「中音－ツィータ－中音」（ＭＴＭ）構成／「ツィータ－中音－中音」
（ＴＭＭ）構成（すなわち３つのスピーカドライバ１１０）を有する左チャネルスピーカ
ドライバアレイと、「中音－ツィータ－中音」（ＭＴＭ）構成／「ツィータ－中音－中音
」（ＴＭＭ）構成（すなわち３つのスピーカドライバ１１０）を有する右チャネルスピー
カドライバアレイと、「中音－ツィータ－中音」（ＭＴＭ）構成（すなわち３つのスピー
カドライバ１１０）を有する中央チャネルスピーカドライバアレイと、それぞれが「中音
－ツィータ」（ＭＴ）スピーカドライバアレイ構成を有する２つの追加のチャネル（すな
わち各チャネルは２つのスピーカドライバ１１０を有する）と、それぞれがフルレンジス
ピーカドライバを有するさらなる２つのチャネル（すなわち各チャネルがスピーカドライ
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バ１１０を有する）とを含むことができる。この点に関して１５個のスピーカドライバは
、例えば８個の中域スピーカドライバ（すなわち先に述べられた「中音」）、５個のツィ
ータ、および２つのフルレンジドライバを含むことができる。処理部１１２は、図３を参
照して後にさらに詳しく論じられる。
【００２１】
　さらに、ケーシング１０２は、スピーカドライバ１１０のそれぞれが個別のチャンバ内
に収容されるように形作られおよび寸法設定されることができることが好ましい。例えば
、１５個のスピーカドライバ１１０がある場合、ケーシング１０２は、対応する１５個の
チャンバを含むことができ、各スピーカドライバ１１０は対応するチャンバによって搭載
／その中に収容されることができる。従って、それぞれが個別のチャンバ内に収容された
スピーカドライバ１１０は、音響上互いに隔離されることができる。
【００２２】
　さらに、スピーカドライバ１１０は、処理部１１２によって個別に制御されることがで
きることが好ましい。これは、図５を参照して後にさらに詳しく論じられる。
【００２３】
　図１ｃは、本開示の実施形態によれば、ケーシング１０２の側面１０８の１つは、ユー
ザ制御部１１４およびインターフェース部１１５を搭載するように形作られおよび寸法設
定されることができることを示す。例えば、ユーザ制御部１１４およびインターフェース
部１１５は、ケーシングの第１の側面１０８ａによって搭載されることができる。ユーザ
制御部１１４は、例えば、サウンドバー１００を制御する目的のために、ユーザによって
視覚的に知覚され、アクセスされることができる。示されるように、ユーザ制御部１１４
は、例えば、第１のプッシュ式ボタン１１４ａ、第２のプッシュ式ボタン１１４ｂ、第３
のプッシュ式ボタン１１４ｃ、第４のプッシュ式ボタン１１４ｄ、および第５のプッシュ
式ボタン１１４ｅなどの複数の物理的ボタンを含むことができる。インターフェース部１
１５は、コマンド信号（例えば、リモートコントロールからの赤外線信号）を受信するた
めの受信器部（図示せず）を含むことができる。インターフェース部１１５は、図２を参
照して後にさらに詳しく論じられる。
【００２４】
　図１ｄは、本開示の実施形態によれば、ケーシング１０２の側面１０８の１つは、接続
部１１６、１つまたは複数の送信部１１８、および１つまたは複数の取り付け部１２０を
搭載するように形作られおよび寸法設定されることができることを示す。例えば、接続部
１１６はケーシング１０２の第３の側面１０８ｃによって搭載されることができ、ケーシ
ング１０２は第３の側面１０８ｃが、接続部１１６がその中に搭載されることができるく
ぼんだベイを含むことができるように形作られおよび寸法設定されることができる。さら
に、取り付け部１２０は、サウンドバー１００を壁に取り付ける実現性を容易にする壁取
り付けキーホールに対応することができる。サウンドバー１００の壁取り付けは、例えば
ＶＥＳＡ（すなわちビデオエレクトロニクススタンダーズアソシエーション）取り付けイ
ンターフェース標準に従うことができる。くぼんだベイは、接続されたケーブルが見えな
いようにすることを可能にし（例えば美観のために）、同時にサウンドバー１００の壁取
り付けの実現性を容易にすることが理解されることができる。
【００２５】
　本出願は、サウンドバー１００が、例えば、サウンドバー１００がそれとペア化された
電子デバイス（例えばテレビ）の赤外線（ＩＲ）受信器を、物理的に遮る可能性を企図す
る。例えば、サウンドバー１００は、テレビと共に用いられ（すなわちペア化され）、サ
ウンドバー１００およびテレビが一緒にコンソール上に置かれたとき、テレビのＩＲ受信
器は、サウンドバー１００によって遮られることができる。この点に関して、送信部１１
８は、インターフェース部１１５におけるサウンドバー１００の受信器部によって受信さ
れたいずれのＩＲ信号も（例えば、テレビのリモートコントローラから通信された）、再
送信するように構成されることができ、その結果、サウンドバー１００とペア化されたデ
バイス（例えばテレビ）は、依然として遠隔制御されることができる（すなわちテレビの
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リモートコントローラによって）。
【００２６】
　接続部１１６は、例えば１つまたは複数の周辺機器をサウンドバー１００に接続する目
的のために、ユーザによって視覚的に知覚されアクセスされることができる。接続部１１
６を通じたサウンドバー１００への周辺機器の接続は、有線接続を通じたものとすること
ができることが理解されることができる。サウンドバー１００に接続されることができる
周辺機器の例は、上述のテレビとすることができる。接続部１１６は、図１ｅを参照して
さらに詳しく示され、論じられる。
【００２７】
　図１ｅに示されるように、接続部１１６は、例えば「光入力」型コネクタ、「高精細度
マルチメディアインターフェース」（ＨＤＭＩ(登録商標)）型コネクタ、「ユニバーサル
シリアルバス」（ＵＳＢ）型コネクタ、イーサネット(登録商標)コネクタ、４極３．５ｍ
ｍアナログサブウーファ出力コネクタ、ＲＣＡ（Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ　
ｏｆ　Ａｍｅｒｉｃａ）型コネクタ、およびＩＥＣ　Ｃ１４電源コネクタを含むことがで
きる。ＨＤＭＩ(登録商標)型コネクタは、例えばケーブル接続されるデバイスのためのＨ
ＤＣＰ　２．２をサポートする２．０Ａ入力型ＨＤＭＩ(登録商標)コネクタ、およびオー
ディオリターンチャネル（ＡＲＣ）をサポートする２．０Ａ型ＨＤＭＩ(登録商標)型出力
コネクタを含むことができる。ＨＤＭＩ(登録商標)コネクタは、例えば上述のテレビへの
接続のために用いられることができる。ＵＳＢ型コネクタは、サウンドバー１００への外
部ディスプレイの接続のためのＵＳＢホストポートを含むことができる。ＲＣＡコネクタ
（すなわち図１ｅの「アナログ入力　左　右」）はステレオアナログ入力のために用いら
れることができ、４極３．５ｍｍアナログサブウーファ出力コネクタ（すなわちサブウー
ファデバイスへの接続のための図１ｅの「サブ出力」）は無線周波数に不利な環境におけ
るバックアップとして用いられることができる。
【００２８】
　先に述べられたように、ケーシング１０２の側面１０８の１つは、インターフェース部
１１５を搭載するように形作られおよび寸法設定されることができる。インターフェース
部１１５は本明細書の以下で、図２を参照してさらに詳しく論じられる。
【００２９】
　図２に示されるように、インターフェース部１１５は、メモリ入力部２０２、アナログ
入力部２０４、およびデジタル入力部２０６を含むことができる。
【００３０】
　メモリ入力部２０２は、メモリカード／スティックなどの対応する１つまたは複数のメ
モリデバイスの挿入のための１つまたは複数の入力スロットを含むことができる。メモリ
カードの１つの例はセキュアデジタルカード（すなわちＳＤカード）である。メモリカー
ドの他の例はマイクロＳＤカードである。示されるようにメモリ入力部２０２は、例えば
、それぞれ第１のマイクロＳＤカード、第２のマイクロＳＤカード、第３のマイクロＳＤ
カード、および第４のマイクロＳＤカードの挿入のための、第１の入力スロット（すなわ
ち図２の「マイクロＳＤカード１」）、第２の入力スロット（すなわち図２の「マイクロ
ＳＤカード２」）、第３の入力スロット（すなわち図２の「マイクロＳＤカード３」）、
および第４の入力スロット（すなわち図２の「マイクロＳＤカード４」）を含むことがで
きる。メモリ入力部２０２は、ユーザがコンテンツを記憶することを容易にすることがで
きる。従って、サウンドバー１００は、ユーザがコンテンツを記憶することを可能にする
／容易にすることができる。
【００３１】
　メモリ入力部２０２は、メモリデバイスに記憶されたコンテンツへのアクセスを許可す
るまたは妨げるために、パスコード制御を有するように構成されることができることが好
ましい。パスコード制御は、正しいパスコードが提供されることを条件として、メモリデ
バイスの１つまたは複数を「目に見える」ように、およびアクセス可能にできることがよ
り好ましい。
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【００３２】
　アナログ入力部２０４は、補助入力部２０４ａおよび音声入力部２０４ｂを含むことが
できる。補助入力部２０４ａは、例えば、ジャックを受け入れることができる３．５ｍｍ
雌コネクタの形とすることができる。同様に、音声入力部２０４ｂは、例えば、それぞれ
がジャックを受け入れることができる３．５ｍｍ雌コネクタの形とすることができる１つ
または複数のコネクタを含むことができる。
【００３３】
　補助入力部２０４ａは、他のオーディオデバイス（図示せず）へのサウンドバー１００
の有線接続を容易にすることができる。オーディオデバイス（例えばポータブルオーディ
オプレーヤ）は、オーディオデバイスのためにスピーカとして動作することができるサウ
ンドバー１００に、オーディオ信号を通信することができる。
【００３４】
　音声入力部２０４ｂは、例えば、第１のマイクロフォン入力（すなわち図２の「マイク
１」）、および第２のマイクロフォン入力（すなわち図２の「マイク２」）を含むことが
できる。マイクロフォン入力のそれぞれは、１人または複数のユーザから音声入力を受け
取るために用いられることができる。この点に関して、サウンドバー１００は、必要に応
じてカラオケ装置として用いられることができることが理解できる。さらに必要な場合、
サウンドバー１００は、音声制御などの他のオーディオ関連機能を実行する／サポートす
ることができることが理解されることができる。
【００３５】
　デジタル入力部２０６は、ＵＳＢ型コネクタおよびＨＤＭＩ(登録商標)型コネクタの一
方または両方を含むことができる。示されるように、デジタル入力部２０６は、例えばＨ
ＤＭＩ(登録商標)型コネクタ（すなわち図２の「ＨＤＭＩ(登録商標)入力３」）、「電源
」ＵＳＢ型コネクタを通じてサウンドバー１００にプラグ接続されることができる周辺機
器に電源を供給するための電源ＵＳＢ型コネクタ（すなわち図２の「電源」）、および例
えば、ディスプレイデバイス（例えばディスプレイ画面）または追加のサムドライブ／ハ
ードディスクへの接続のためのホストＵＳＢ型コネクタ（図２の「ＵＳＢ」）を含むこと
ができる。
【００３６】
　先に述べられたように、ケーシング１０２は、処理部１１２を搭載するように形作られ
および寸法設定されることができる。処理部１１２は本明細書の以下で、図３を参照して
さらに詳しく論じられる。
【００３７】
　図３を参照すると、処理部１１２は、プロセッサ３０２、オーディオモジュール３０４
、ビデオモジュール３０６、メモリモジュール３０８、ユーザインターフェースモジュー
ル３１０、入力／出力（Ｉ／Ｏ）モジュール３１２、トランシーバモジュール３１４、お
よびスピーカドライバモジュール３１６を含むことができる。
【００３８】
　プロセッサ３０２は、オーディオモジュール３０４、ビデオモジュール３０６、メモリ
モジュール３０８、ユーザインターフェースモジュール３１０、Ｉ／Ｏモジュール３１２
、およびトランシーバモジュール３１４のそれぞれに結合されることができる。
【００３９】
　具体的には、プロセッサ３０２は、通信チャネル（すなわち図３に示されるように「Ｉ
２Ｃ２、Ｉ２Ｃ１、ＵＡＲＴ１、ＳＯＩ、Ｉ２ＳＤＯ、ＧＰＩＯ」）を通じてオーディオ
モジュール３０４に結合されることができる。プロセッサ３０２は、他の通信チャネル（
すなわち図３に示されるように「ＵＡＲＴ２」）を通じてビデオモジュール３０６に結合
されることができる。プロセッサ３０２は、接続（すなわち図３に示されるように「ＭＣ
Ｕ　ＵＳＢ０」）を通じてメモリモジュール３０８に結合されることができる。プロセッ
サ３０２は、コネクタ（すなわち図３に示されるように「Ｆｌｅｘコネクタ」）を通じて
ユーザインターフェースモジュール３１０に結合されることができる。プロセッサ３０２



(8) JP 2019-503125 A 2019.1.31

10

20

30

40

50

は、通信チャネル（すなわち図３に示されるように「Ｉ２Ｃ２」）を通じてＩ／Ｏモジュ
ール３１２に結合されることができる。プロセッサ３０２は、他の通信チャネル（すなわ
ち図３に示されるように「ＵＡＲＴ０」）を通じてトランシーバモジュール３１４に結合
されることができる。
【００４０】
　さらに、オーディオモジュール３０４は、トランシーバモジュール３１４に結合される
ことができる（すなわち図３に示されるように「Ｉ２Ｓ　ＩＯ」）。オーディオモジュー
ル３０４はさらに、スピーカドライバモジュール３１６に結合されることができる。オー
ディオモジュール３０４はさらに、通信チャネル（すなわち図３に示されるように「ＳＰ
ＤＩＦ」）を通じてＩ／Ｏモジュール３１２に結合されることができる。さらに、後にさ
らに詳しく論じられるようにインターフェース部１１５の少なくとも一部、および接続部
１１６の少なくとも一部の一方または両方は、オーディオモジュール３０４に結合される
ことができる。オーディオモジュール３０４は、図４を参照して後にさらに詳しく論じら
れる。
【００４１】
　さらに、ビデオモジュール３０６は、１つまたは複数の通信チャネル（すなわち図３に
示されるように「イーサネット(登録商標)ＯＴＴ」および／または「ＵＳＢホスト２」）
を通じてトランシーバモジュール３１４に結合されることができる。ビデオモジュール３
０６はさらに、１つまたは複数の通信チャネル（すなわち図３に示されるように「ＯＴＴ
＿ＨＤＭＩ(登録商標)、ＵＳＢホスト２、ＵＡＲＴ２、イーサネット(登録商標)ＯＴＴ」
）を通じてＩ／Ｏモジュール３１２に結合されることができる。
【００４２】
　さらに、メモリモジュール３０８は、接続（すなわち図３に示されるように「ＵＳＢホ
スト」）を通じてトランシーバモジュール３１４に結合されることができる。メモリモジ
ュール３０８はさらに、オーディオモジュール３０４およびビデオモジュール３０６の一
方または両方に結合されることができる（図示せず）。
【００４３】
　実用上、プロセッサ３０２は、例えば、マイクロプロセッサとすることができる。ユー
ザインターフェースモジュール３１０は、ユーザ制御部１１４に結合されることができる
。例えば、ユーザが、第１から第５のプッシュ式ボタン１１４ａ／１１４ｂ／１１４ｃ／
１１４ｄ／１１４ｅのいずれかと相互作用するのに従って、ユーザインターフェースモジ
ュール３１０は、第１から第５のプッシュ式ボタン１１４ａ／１１４ｂ／１１４ｃ／１１
４ｄ／１１４ｅのどれが押されたかを検出し、それに従って入力信号を生成するように構
成されることができる。入力信号は、プロセッサ３０２に通信されることができ、プロセ
ッサ３０２は、次いで入力信号に基づいて制御信号を生成することができる。制御信号は
、プロセッサ３０２から、オーディオモジュール３０４、ビデオモジュール３０６、メモ
リモジュール３０８、ユーザインターフェースモジュール３１０、Ｉ／Ｏモジュール３１
２、およびトランシーバモジュール３１４、またはそれらの任意の組み合わせのいずれか
に通信されることができる。具体的には、制御信号は、プロセッサ３０２から、先に述べ
られた適切な接続部および／または通信チャネルを通じて、オーディオモジュール３０４
、ビデオモジュール３０６、メモリモジュール３０８、ユーザインターフェースモジュー
ル３１０、Ｉ／Ｏモジュール３１２、および／またはトランシーバモジュール３１４に通
信されることができる。
【００４４】
　先に述べられたように、サウンドバー１００は、音楽ストリーミングサービスをサポー
トするように、およびオンラインソースからのビデオ再生をサポートするように構成され
ることができる。
【００４５】
　このような機能は、ネットワーク（図示せず）を通じて１つまたは複数のオンラインソ
ースに結合されることができるトランシーバモジュール３１４によって可能にされること
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ができる。
【００４６】
　一例において、オーディオストリーミングの場合、トランシーバモジュール３１４は、
オンライン音楽ソース（例えば「Ｓｐｏｔｉｆｙ」）と通信するように構成されることが
でき、オンライン音楽ソースからのデータはさらに、オーディオ出力信号を生じるための
さらなる処理のためにオーディオモジュール３０４に通信されることができる。オーディ
オ出力信号は、例えばアナログスピーカ増幅器に対応し得るスピーカドライバモジュール
３１６に通信されることができる。スピーカドライバモジュール３１６は、上述の複数の
スピーカドライバ１１０に結合されることができる。この点に関して、スピーカドライバ
モジュール３１６は、オーディオ出力信号を、それらがサウンドバー１００のユーザによ
って聴覚的に知覚されることができるように、増幅するように構成されることができる。
【００４７】
　他の例において、ビデオストリーミングの場合、トランシーバモジュール３１４は、オ
ンラインビデオソース（例えば「Ｎｅｔｆｌｉｘ」）と通信するように構成されることが
でき、オンラインビデオソースからのデータはさらに、ビデオ出力信号を生じるためのさ
らなる処理のためにビデオモジュール３０６に通信されることができる。ビデオモジュー
ル３０６は、例えば、サウンドバー１００の外部のテレビ受像器に結合されることができ
る「Ｏｖｅｒ　Ｔｈｅ　Ｔｏｐ」（ＯＴＴ）アンドロイドベースのテレビモジュールに対
応することができる。。具体的にはサウンドバー１００は、テレビ受像器（図示せず）に
結合されてビデオ出力信号を表示することができる。テレビ受像器は、Ｉ／Ｏモジュール
３１２（すなわち図３に示されるように「ＴＶ」）を通じてビデオモジュール３０６に結
合されることができる。
【００４８】
　Ｉ／Ｏモジュール３１２は、接続部１１６に結合されることができる。この点に関して
、Ｉ／Ｏモジュール３１２は、例えば、ＨＤＭＩ(登録商標)ベースとすることができ、イ
ンターフェースポート３１２ａおよびＨＤＭＩ(登録商標)プロセッサ３１２ｂを含むこと
ができる。周辺機器（図示せず）は、サウンドバー１００に結合されることができ、周辺
機器からのデータ信号はＨＤＭＩ(登録商標)接続（例えば「ＨＤＭＩ(登録商標)１」）を
通じて、サウンドバー１００に通信されることができることが理解できる。例えば、周辺
機器は、オーディオ信号生成デバイスとすることができ、生成されたオーディオ信号は、
Ｉ／Ｏモジュール３１２とオーディオモジュール３０４との間の接続（すなわち図３に示
されるように「ＳＰＤＩＦ」）を通じて、オーディオモジュール３０４に通信されること
ができる。オーディオモジュール３０４は、オーディオ信号（周辺機器からの）を処理し
てオーディオ出力信号を生じることができ、これはスピーカドライバモジュール３１６に
通信されることができる。同様に、出力信号（例えばビデオ出力信号）はサウンドバー１
００から、それに接続された周辺機器に通信されることができる。例えば、テレビ受像器
は、接続部１１６（例えば図１ｅに示されるように「ＨＤＭＩ(登録商標)出力」）を通じ
てサウンドバー１００に結合されることができ、ビデオ出力信号は、例えば、接続部１１
６の「ＨＤＭＩ(登録商標)出力」に結合されたＩ／Ｏモジュール３１２の信号線（例えば
図３に示されるように「ＴＶ」）を通じて通信されることができる。
【００４９】
　メモリモジュール３０８は、例えば、複数のカードスロットを有するＳＤカードスロッ
トモジュールの形とすることができるメモリ入力部２０２に結合されることができる。メ
モリモジュール３０８は、リーダ３０８ａ（例えば挿入されたＳＤカードを読み出すこと
ができる）を含むことができる。一例において、メモリ入力部２０２は、４つのＳＤカー
ドスロットを含むことができる。従って、メモリ入力部２０２は４つのＳＤカードを搭載
することができ、リーダ３０８ａは４つまでのＳＤカードを読み出すことができる。メモ
リモジュール３０８はまた、デジタル入力部２０６（例えばＵＳＢ型コネクタ）に結合さ
れることができる。この点に関して、メモリモジュール３０８はさらに、ＵＳＢベースの
ハブなどのハブ３０８ｂを含むことができる。
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【００５０】
　従って、１つまたは複数のメモリデバイス（例えばＵＳＢスティックおよび／またはＳ
Ｄカード）がサウンドバー１００に挿入されることができ、挿入されたメモリデバイスに
記憶されたコンテンツ（例えばオーディオベースのコンテンツおよび／またはビデオベー
スのコンテンツ）は読み出され、例えば、再生の目的のためにオーディオモジュール３０
４およびビデオモジュール３０６の一方または両方に通信されることができることが理解
できる。
【００５１】
　オーディオモジュール３０４は、本明細書の以下で、図４を参照してさらに詳しく論じ
られる。
【００５２】
　本開示の実施形態によれば、オーディオモジュール３０４は、一次オーディオプロセッ
サ４０２、中間オーディオプロセッサ４０４、および二次オーディオプロセッサ４０６を
含むことができる。本開示の他の実施形態によれば、オーディオモジュール３０４はさら
に、無線通信モジュール４０８、アナログ－デジタル変換器（ＡＤＣ）４１０、および１
つまたは複数のデジタル－アナログ変換器（ＤＡＣ）４１２を含むことができる。本開示
のさらに他の実施形態によれば、オーディオモジュール３０４はさらに、無線オーディオ
モジュール４１４およびマルチプレクサ４１６の一方または両方を含むことができる。
【００５３】
　示されるように、一次オーディオプロセッサ４０２は、中間オーディオプロセッサ４０
４に結合されることができる。中間オーディオプロセッサ４０４は、二次オーディオプロ
セッサ４０６に結合されることができる。無線通信モジュール４０８およびＡＤＣ４１０
は、一次オーディオプロセッサ４０２に結合されることができる。ＤＡＣ４１２は、二次
オーディオプロセッサ４０６に結合されることができる。無線オーディオモジュール４１
４は、一次オーディオプロセッサ４０２および二次オーディオプロセッサ４０６に結合さ
れることができる。マルチプレクサ４１６は、中間オーディオプロセッサ４０４に結合さ
れることができる。
【００５４】
　さらに、プロセッサ３０２は、一次オーディオプロセッサ４０２に結合されることがで
き、ＤＡＣ４１２は、スピーカドライバモジュール３１６に結合されることができる。さ
らに、プロセッサ３０２は、無線通信モジュール４０８に結合されることができる。
【００５５】
　先に述べられたように、インターフェース部１１５の少なくとも一部、および接続部１
１６の少なくとも一部の一方または両方は、オーディオモジュール３０４に結合されるこ
とができる。
【００５６】
　本開示の実施形態によれば、インターフェース部１１５の場合、アナログ入力部２０４
は、オーディオモジュール３０４に結合されることができる。具体的には、補助入力部２
０４ａおよび音声入力部２０４ｂは、オーディオモジュール３０４に結合されることがで
きる。例えば、補助入力部２０４ａは、ＡＤＣ４１０に結合されることができる（図４に
示されるように「補助入力」）。音声入力部２０４ｂは、中間オーディオプロセッサ４０
４および／またはマルチプレクサ４１６に結合されることができる（図４に示されるよう
に「マイクＡ、Ｂ」および「マイクＣ、Ｄ」、および「外部マイク１、２」）。任意選択
として、マルチプレクサ４１６は、音声入力部２０４ｂから受け取られた音声入力信号を
選択するように構成されることができ（例えば、図４に示されるように「マイクＣ、Ｄ」
と「外部マイク１、２」との間で選択する）、選択された音声入力信号は処理のために中
間オーディオプロセッサ４０４にさらに通信されることができる。
【００５７】
　本開示の実施形態によれば、接続部１１６の場合、「光入力」型コネクタおよびＨＤＭ
Ｉ(登録商標)型コネクタは、オーディオモジュール３０４に結合されることができる（例
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えば図４に示されるように「光１」、「光２」、および「ＨＤＭＩ(登録商標)」の一次オ
ーディオプロセッサ４０２への接続）。
【００５８】
　一次オーディオプロセッサ４０２は、例えば、Ｄｏｌｂｙ（登録商標）Ａｔｍｏｓ（登
録商標）用のアナログ・デバイセズの「ＳＨＡＲＣ（登録商標）」プロセッサとすること
ができる。中間オーディオプロセッサ４０４は、例えばクリエイティブ・テクノロジー・
リミテッドからの「Ｍａｌｃｏｌｍ　ｃｈｉｐ＋Ｒｅｃｏｎ３Ｄｉ　ＡＰ」とすることが
できる。二次オーディオプロセッサ４０６は、例えばアナログ・デバイセズの「Ｓｉｇｍ
ａＤＳＰ（登録商標）」プロセッサとすることができる。
【００５９】
　例えば、無線通信モジュール４０８は、例えばサウンドバー１００と無線でペア化され
た周辺機器（例えばメディアプレーヤデバイス）からのオーディオ信号の、無線ストリー
ミングのためのブルートゥース(登録商標)ベースの通信モジュールとすることができる。
【００６０】
　無線オーディオモジュール４１４は、例えばサウンドバー１００とペア化されたサブウ
ーファデバイス（図示せず）と通信するように構成されることができる。オーディオベー
スの出力信号（例えば図４に示されるように「サブ」および「サラウンド」）は、二次オ
ーディオプロセッサ４０６から、無線オーディオモジュール４１４に通信されることがで
き、無線オーディオモジュール４１４は、さらにオーディオベースの出力信号を、ペア化
されたサブウーファデバイスに通信することができる。先に述べられたように、無線周波
数に不利な環境において、および有線結合が好ましい場合、４極３．５ｍｍアナログサブ
ウーファ出力コネクタ（すなわちサブウーファデバイスへの接続のための図１ｅの「サブ
出力」）が用いられることができる。さらに、無線オーディオモジュール４１４を制御す
るために、制御信号がプロセッサ３０２から通信されることができる（図４に示されるよ
うに「Ｉ２Ｃ１」）。
【００６１】
　先に述べられたように、スピーカドライバ１１０は、処理部１１２によって個別に制御
されることができることが好ましい。具体的には、本開示の実施形態によれば、スピーカ
ドライバ１１０は、二次オーディオプロセッサ４０６によって個別に制御されることがで
きる。スピーカドライバ１１０のそれぞれを個別のチャンバ内に（すなわちチャンバ当た
り１つのスピーカドライバだけ）収容することは、二次オーディオプロセッサ４０６によ
るスピーカドライバ１１０の個別の制御の実現性を容易にすることが理解できる。二次オ
ーディオプロセッサ４０６は、図５の関連において制御プロセッサ５０２と呼ばれること
ができる。
【００６２】
　図５に示されるように、制御プロセッサ５０２は、以下を含むことができる１つまたは
複数のタスクを行うように構成されることができる。
　ｉ）スピーカグループ化５０２ａ
　ｉｉ）スピーカクロスオーバ５０２ｂ
　ｉｉｉ）スピーカ遅延および指向性５０２ｃ
【００６３】
　タスク（すなわちｉからｉｉｉまで）のすべてが実行される／行われる必要はないこと
が理解される。具体的には、制御プロセッサ５０２は、タスク（ｉ）から（ｉｉｉ）まで
の任意の１つまたは複数、またはそれらの任意の組み合わせを行うように構成されること
ができる。さらに、タスクは、必ずしも上記で概説された順序で実行される／行われる必
要はない。
【００６４】
　先の議論（すなわち図４）から、上述の二次オーディオプロセッサ４０６に対応する制
御プロセッサ５０２は、スピーカドライバモジュール３１６（例えば、増幅器）に結合さ
れることができる。スピーカドライバモジュール３１６は、スピーカドライバ１１０に結
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合されることができる。
【００６５】
　先の例に基づいて、スピーカドライバモジュール３１６は、１５個のスピーカドライバ
１１０（図５の番号「１」から「１５」によって表される）に結合されることができる。
【００６６】
　上述の左チャネルスピーカドライバアレイ（例えばＴＭＭ構成における）は、番号「４
」、「５」、および「６」によって表されることができる。上述の右チャネルスピーカド
ライバアレイ（例えばＭＭＴ構成における）は、番号「１０」、「１１」、および「１２
」によって表されることができる。上述の中央チャネルスピーカドライバアレイ（例えば
ＭＴＭ構成における）は、番号「７」、「８」、および「９」によって表されることがで
きる。上述の２つの追加のチャネル（例えば、それぞれはＭＴスピーカドライバアレイ構
成を有する）は、番号「２」、「３」（すなわち第１の追加のチャネルに対して）、およ
び番号「１３」、「１４」（すなわち第２の追加のチャネルに対して）によって表される
ことができる。上述のさらなる２つのチャネル（例えば、それぞれがフルレンジスピーカ
ドライバを有する）は、番号「１」（すなわち第１のさらなるチャネルに対して）、およ
び番号「１５」（すなわち第２のさらなるチャネルに対して）によって表されることがで
きる。
【００６７】
　この点に関して、図５において「ツィータ」スピーカドライバは、番号「２」、「４」
、「８」、「１２」、および「１４」によって表されることができることが理解できる。
「中音」スピーカドライバは、番号「３」、「５」、「６」、「７」、「９」、「１０」
、「１１」、および「１３」によって表されることができる。フルレンジスピーカドライ
バは、番号「１」および「１５」によって表されることができる。さらに、スピーカドラ
イバ１１０のそれぞれは、個別のチャンバによって収容されることが理解できる。例えば
、スピーカドライバ番号「１」からスピーカドライバ番号「１５」は、それぞれ個別のチ
ャンバ１ａから個別のチャンバ１５ａによって収容される。
【００６８】
　さらに、サウンドバー１００は、サブウーファデバイスとペア化されることができるこ
とが先に述べられた。図５に示されるような例は、２つのスピーカドライバ５０４ａ、５
０４ｂを含むサブウーファデバイス５０４である。
【００６９】
　本開示の実施形態によれば、スピーカグループ化５０２ａに関して、制御プロセッサ５
０２は、スピーカドライバ１１０を柔軟にグループ化するように構成されることができる
。例えば、制御プロセッサ５０２は、１つまたは複数のスピーカドライバ１１０をグルー
プに割り当てるために、制御信号を生成するようにプログラム（ファームウェアなど）さ
れることができる。
【００７０】
　１つの例５０６において、スピーカドライバ１１０は、制御プロセッサ５０２によって
７つのグループ（すなわち第１のグループ５０６ａから第７のグループ５０６ｇまで）に
グループ化されることができる。第１のグループ５０６ａは、スピーカドライバ番号１を
含むことができる。第２のグループ５０６ｂは、スピーカドライバ番号２および３を含む
ことができる。第３のグループ５０６ｃは、スピーカドライバ番号４、５、および６を含
むことができる。第４のグループ５０６ｄは、スピーカドライバ番号７、８、および９を
含むことができる。第５のグループ５０６ｅは、スピーカドライバ番号１０、１１、およ
び１２を含むことができる。第６のグループ５０６ｆは、スピーカドライバ番号１３およ
び１４を含むことができる。第７のグループ５０６ｇは、スピーカドライバ番号１５を含
むことができる。
【００７１】
　他の例５０８において、スピーカドライバ１１０は、制御プロセッサ５０２によって７
つのグループ（すなわち第１のグループ５０８ａから第７のグループ５０８ｇまで）にグ
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ループ化されることができる。第１のグループ５０８ａは、スピーカドライバ番号１を含
むことができる。第２のグループ５０８ｂは、スピーカドライバ番号２および３を含むこ
とができる。第３のグループ５０８ｃは、スピーカドライバ番号４および５を含むことが
できる。第４のグループ５０８ｄは、スピーカドライバ番号６、７、８、９、および１０
を含むことができる。第５のグループ５０８ｅは、スピーカドライバ番号１１および１２
を含むことができる。第６のグループ５０８ｆは、スピーカドライバ番号１３および１４
を含むことができる。第７のグループ５０８ｇは、スピーカ番号１５を含むことができる
。
【００７２】
　制御プロセッサ５０２によってスピーカドライバ１１０を柔軟にグループ化することは
、有用な応用例を有することができる。
【００７３】
　１つの例示的応用例は、サウンドバー１００の好ましい（すなわちユーザの好みに従っ
て）区分からのオーディオ出力を増強することであるものとすることができる。例えば、
サウンドバー１００の中央チャネル区分が、左および右チャネル区分と比べて、より大き
く重み付けられたオーディオ出力を有することが望ましい場合がある。これは、より多く
のスピーカドライバを中央チャネル区分に割り当てるように、制御プロセッサ５０２を構
成することによって達成されることができる。具体的には、例５０６および例５０８に基
づいて、第４のグループ５０６ｄ、５０８ｄは中央チャネル区分であると考えられ得るこ
とが理解できる（一方、第３のグループ５０６ｃ、５０８ｃおよび第５のグループ５０６
ｅ、５０８ｅは、それぞれ左チャネル区分および右チャネル区分であると考えられ得る）
。より具体的には、例５０６および例５０８を比較して、例５０８ではより多くのスピー
カドライバ（すなわち番号６および番号１０）が中央チャネル区分に割り当てられている
ことが理解できる。従って、例５０８に基づくグループ化構成は、例５０６に基づくグル
ープ化構成と比べて、中央チャネル区分からのより大きく重み付けされたオーディオ出力
（すなわちオーディオ出力における増強）を提供するようになる。
【００７４】
　他の例示的応用例は、ユーザ（すなわちサウンドバー１００の）に、「超ワイドステレ
オ」聴覚的知覚を提供することを受け持つことができる１つまたは複数の音場を柔軟に調
整することとすることができる。２つのスピーカドライバサブウーファデバイス５０４と
ペア化された、１５個のスピーカドライバ１１０の例示的サウンドバー１００構成を前提
として、「１５．２超ワイドステレオ」リスニングエクスペリエンスがユーザに提供され
ることができることが理解されることができる。音場は、図６を参照して後にさらに詳し
く論じられる。
【００７５】
　スピーカクロスオーバ５０２ｂに関して、スピーカドライバ１１０のいくつかはオーデ
ィオ周波数の一定の範囲のオーディオ出力により適しており、一方、スピーカドライバ１
１０のいくつかはオーディオ周波数の別の一定の範囲のオーディオ出力により適している
ことが理解できる。例えば、スピーカドライバ１１０の一部は、高周波オーディオ信号（
例えば４ＫＨｚより高い）のオーディオ出力に適した高周波ベースのスピーカドライバ（
すなわち「ツィータ」スピーカドライバ）とすることができ、スピーカドライバ１１０の
一部は、中域周波数オーディオ信号（例えば１００Ｈｚから４ＫＨｚまで）のオーディオ
出力に適した中音周波数ベースのスピーカドライバ（すなわち（「中音」スピーカドライ
バ）とすることができる。従って、本開示の実施形態によれば制御プロセッサ５０２は、
適切なオーディオ信号が適切なスピーカドライバ１１０によって出力されることができる
ように、スピーカクロスオーバ５０２ｂのタスクを行うように構成されることができる（
例えば、４ＫＨｚより高いオーディオ信号は、番号４、８、および１２などの「ツィータ
」スピーカドライバによって出力されることになり、１００Ｈｚから４ＫＨｚまでのオー
ディオ信号は、番号５、６、９、１０、および１１などの「中音」スピーカドライバによ
って出力されることになる）。
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【００７６】
　スピーカ遅延および指向性５０２ｃに関して、本開示の実施形態によれば、制御プロセ
ッサ５０２は、１つまたは複数のスピーカドライバ１１０のオーディオ出力の方向を制御
する、および１つまたは複数のスピーカドライバ１１０のオーディオ出力に対して時間遅
延を提供するタスクを行うように構成されることができる。スピーカ遅延および指向性５
０２ｃのタスクを行うことによって、「超ワイドステレオ」（例えば「１５．２超ワイド
ステレオ」）聴覚的知覚を容易にするように、１つまたは複数の音場が生成されることが
できる。さらに先に述べられたように、スピーカドライバ１１０を柔軟にグループ化する
任意選択（すなわちスピーカグループ化５０２ａに関して）は、音場を柔軟に調整する可
能性を提供することができる。
【００７７】
　音場は、本明細書の以下で図６を参照して例示的セットアップの関連において論じられ
る。
【００７８】
　図６を参照すると、本開示の実施形態による例示的セットアップ６００が示される。ユ
ーザ６０２は、サウンドバー１００から２０００ミリメートル（ｍｍ）離れて位置するこ
とができ、基準軸６０４ａを有する音場６０４は、ユーザ６０２の左側に約１０００ｍｍ
において生成されることが望ましい。さらに、音場６０４は、ユーザ６０２から音場６０
４に向かって延びる水平軸６０２ａから、２１度の角度でオフセットされることが望まし
い。さらにスピーカドライバ番号「４」、「５」、および「６」は、サウンドバー１００
の左チャネル区分６０６としてグループ化されることができる（すなわち制御プロセッサ
５０２によって割り当てられる）。さらにスピーカドライバ番号「７」、「８」、および
「９」は、サウンドバー１００の中央チャネル区分６０８としてグループ化されることが
できる（すなわち制御プロセッサ５０２によって割り当てられる）。さらに、スピーカド
ライバ番号「１０」、「１１」、および「１２」は、サウンドバー１００の右チャネル区
分６０９としてグループ化されることができる（すなわち制御プロセッサ５０２によって
割り当てられる）。
【００７９】
　具体的には、線６００ａ（これはサウンドバー１００に垂直で、中央チャネル区分６０
８を通過する）によって表されるように、ユーザ６０２は、サウンドバー１００に面し、
サウンドバー１００からおおよそ２０００ｍｍ離れて位置することができる。さらに、水
平軸６０２ａによって表されるように、音場６０４は、左チャネル区分６０６に基づいて
、ユーザ６０２の左におおよそ１０００ｍｍに生成されることができる（すなわち例えば
、スピーカドライバ番号「４」および「５」と比べて、中央チャネル区分６０８に最も近
いスピーカドライバ番号「６」を基準にして）。この点に関して、スピーカドライバ番号
「６」はまた、例えば、遅延を決定する目的のために、左チャネル区分６０６内の残りの
スピーカドライバ（例えば番号「４」および「５」）に対する基準スピーカドライバと呼
ばれることができる。さらに、「Ｘ」（すなわち線６００ａと６１２との間の距離）によ
って表されるように、基準スピーカドライバ（すなわちスピーカドライバ番号「６」）は
、スピーカドライバ番号「８」から２２５ｍｍ離れて位置することができる。さらに、先
に述べられたように、音場６０４は、２１度の角度でオフセットされることが望ましい（
すなわち基準軸６０４ａおよび水平軸６０２ａに基づく交角）。
【００８０】
　スピーカドライバ番号「６」、「５」、および「４」からのオーディオ出力の指向性は
、それぞれ点線６１０ａ、６１０ｂ、および６１０ｃによって表されることができる。示
されるように、スピーカドライバ１１０からのオーディオ出力の指向性は、例えば、平行
化をベースとする指向性出力とすることができる（すなわち点線６１０ａ、６１０ｂ、お
よび６１０ｃは、互いに対して実質的に平行である）。点線６１０ａは、スピーカドライ
バ番号「６」と基準軸６０４ａとの間の距離を表す。点線６１０ｂは、スピーカドライバ
番号「５」と基準軸６０４ａとの間の距離を表す。点線６１０ｃは、スピーカドライバ番
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号「４」と基準軸６０４ａとの間の距離を表す。
【００８１】
　点線６１０ａの長さは、以下の線を用いてピタゴラスの定理に基づいて、２１４４．９
ｍｍであると決定されることができる。
　Ａ）線６１２（これは２０００ｍｍである線６００ａと等価な長さである）
　Ｂ）線６００ｂ（これは１０００ｍｍである）から「Ｘ」（これは２２５ｍｍである）
を差し引く。
【００８２】
　具体的には、点線６１０ａの長さ（すなわち２１４４．９）＝（２０００2＋（１００
０－２２５）2）の平方根。
【００８３】
　この点に関して、点線６１０ａの長さは、以下のパラメータに基づいて決定されること
ができることが理解できる。
　１）ユーザとサウンドバー１００との間の距離（すなわち線６００ａによって表される
）
　２）ユーザと音場６０４との間の距離（すなわち線６０２ａによって表される）
　３）基準スピーカドライバ（スピーカドライバ番号「６」）と、線６００ａが通過する
スピーカドライバ（スピーカドライバ番号「８」）との間の距離。
【００８４】
　点線６１０ｂおよび６１０ｃの長さは、類似のやり方で決定されることができることが
理解されることができる。点線６１０ｂおよび６１０ｃは、それぞれスピーカドライバ番
号「５」およびスピーカドライバ番号「４」に基づくので、それらのスピーカドライバ番
号「８」に対するそれぞれの距離を考慮に入れる必要があることがさらに理解できる。
【００８５】
　この例示的セットアップ６００に基づいて、点線６１０ｂおよび６１０ｃの長さはそれ
ぞれ２１１２．４ｍｍおよび２０８８．９ｍｍであると決定されることができる。
【００８６】
　従って音場６０４を生成するためには、制御プロセッサ５０２は以下を行うように構成
されることができる。
　１）スピーカドライバ番号「４」、「５」、および「６」のオーディオ出力の方向を制
御するタスク、および
　２）スピーカドライバ番号「４」およびスピーカドライバ番号「５」のそれぞれのオー
ディオ出力に関して、基準スピーカドライバ（すなわちスピーカドライバ番号「６」）を
基準にして時間遅延をも提供すること。
【００８７】
　具体的には、ユーザ６０２から音場６０４に向かって延びる水平軸６０２ａから、２１
度の角度でオフセットされる上述の基準軸６０４ａを達成するように、スピーカドライバ
番号「４」およびスピーカドライバ番号「５」のそれぞれのオーディオ出力に対して、時
間遅延が提供されなければならない。
【００８８】
　スピーカドライバ番号「４」に対して適用されることになる時間遅延は、すなわち（点
線６１０ａの長さ－点線６１０ｃの長さ）／音速である。例えば（（２１４４．９－２０
８８．９）／１０００）／３４４＝０．１６３ミリ秒（または４８ＫＨｚサンプリングレ
ートでおおよそ８サンプルであり、これは８／４８０００と等価である）。
【００８９】
　スピーカドライバ番号「５」に対して適用されることになる時間遅延は、すなわち（点
線６１０ａの長さ－点線６１０ｂの長さ）／音速である。例えば（（２１４４．９－２１
１２．４）／１０００）／３４４＝０．０９５ミリ秒（または４８ＫＨｚサンプリングレ
ートでおおよそ５サンプルであり、これは５／４８０００と等価である）。
【００９０】
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　音場６０４のプロファイル（すなわち点線の楕円形６０４によって表される）は、非収
束型指向性出力に基づくことが理解されることができる（すなわち出力は一点に収束しな
い）。音場６０４のプロファイルは、スピーカドライバ番号「６」からのオーディオ出力
と一緒に基準軸６０４ａ（すなわち点線６１０ａ、６１０ｂ、および６１０ｃの端部にわ
たって描かれ、およびそれらを接続する仮想の線）が形成されることができるように、時
間遅延がスピーカドライバ番号「４」（例えば、０．１６３ミリ秒）およびスピーカドラ
イバ番号「５」（例えば、０．０９５ミリ秒）のそれぞれのオーディオ出力に適用される
、平行化をベースとする指向性出力に基づくことが好ましい。
【００９１】
　あるいは、発散をベースとする指向性出力（すなわち出力は発散し、平行化されない）
も可能である。それに従って、音場６０４を生成するために、平行化をベースとする指向
性出力に関する先の議論に従って基準軸６０４ａを形成するように、左チャネル区分６０
６のスピーカドライバに対する時間遅延および指向性が調整されることが必要になること
が理解されることができる。
【００９２】
　非収束型指向性出力（すなわち一点に収束するのとは対照的な）に基づいて音場を生成
することによって、聴覚的知覚のための「スイートスポット」はかなり拡大されることが
できる。これは、聴覚的知覚のための正確なユーザ位置決め（すなわち限定された「スイ
ートスポット」領域）のための、かなり高い要求を生じ得る収束型指向性出力と対照的で
ある／比較される。この点に関して、音場６０４は、分散したプロファイルに関連付け可
能と考えられることができる。
【００９３】
　さらに、例示的セットアップ６００は、制御プロセッサ５０２による左チャネル区分６
０６の適切な調整および／または制御（すなわち指向性を制御するおよび／または時間遅
延をもたらす）のやり方によって音場６０４を生成することの関連において非常に詳しく
論じられたが、１つまたは複数の他の音場が生成されることができることが理解されるこ
とができる。例えば、左チャネル区分６０６の場合のように、制御プロセッサ５０２は同
様に、ユーザ６０２の右側に別の音場を生成するように、右チャネル区分６０９の１つま
たは複数のスピーカドライバに対してオーディオ出力の方向を制御し、適切な時間遅延を
提供するようにさらに構成されることができる。
【００９４】
　従って、一般にサウンドバー１００（すなわちこれは単に装置と呼ばれ得る）は、複数
のスピーカドライバ１１０および制御プロセッサ５０２を含むことができることが理解で
きる。
【００９５】
　制御プロセッサ５０２は、以下を行うように構成されることができる：
　１）スピーカドライバ１１０を柔軟にグループ化する（すなわち上述の左チャネル区分
６０６、中央チャネル区分６０８、および右チャネル区分６０９などの１つまたは複数の
グループに）
　２）分散したプロファイルに関連付け可能な少なくとも１つの音場６０４を生成する（
すなわち音場６０４は非収束型指向性出力に基づくと考えられる）ように、少なくとも１
つの制御されるグループ（例えば、例示的セットアップ６００に従って、制御プロセッサ
５０２はスピーカドライバ番号「６」、「５」、および「４」からのオーディオ出力の指
向性を制御／調整するので、左チャネル区分６０６は制御されるグループと考えられるこ
とができる）からの、少なくとも１つのグループ（例えば左チャネル区分６０６、中央チ
ャネル区分６０８、および／または右チャネル区分６０９）からのオーディオ出力の指向
性を制御し、および少なくとも１つのスピーカドライバからのオーディオ出力に時間遅延
をもたらすタスクを行う（例えば例示的セットアップ６００に従って、スピーカドライバ
番号「４」に関して０．１６３ミリ秒の時間遅延が提供され、およびスピーカドライバ番
号「５」に関して０．０９５ミリ秒の時間遅延が提供される）。
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【００９６】
　上記のようにして、上記の欠点の少なくとも１つに対処するための本開示の様々な実施
形態が開示された。このような実施形態は、添付の「特許請求の範囲」によって包含され
、述べられた部分の特定の形または配置に限定されないことが意図され、および当業者に
は本開示に鑑みて数多くの変形および／または変更がなされ得、これらも添付の「特許請
求の範囲」によって包含されることが意図されることが明らかであろう。
【００９７】
　例えば、本開示の実施形態によれば図７に示されるように、例示的セットアップ６００
に基づいて制御プロセッサ５０２が、左および右チャネル区分６０６、６０９を制御およ
び／または調整することは、事実上、結果として凸状スピーカ配置／編成７００（すなわ
ち仮想の凸状点線表示７００ａ）を生じるようになる。本開示の他の実施形態によればま
た、左、中央、および右チャネル区分６０６、６０８、６０９内のスピーカドライバの適
切な調整および／または制御によって、凹状スピーカ配置／編成７０２（すなわち仮想の
凹状点線表示７０２ａ）も可能となることができることが理解できる。
【００９８】
　仮想の凸状点線表示７００ａおよび仮想の凹状点線表示７０２ａは、ユーザによって聴
覚的に知覚可能な実効的オーディオ出力を表す（すなわちユーザには、スピーカドライバ
１１０が凸状／凹状配置に配置されたように聞こえることができるが、スピーカドライバ
１１０自体は必ずしもそのように物理的に配置される／位置付けられる必要はない）。

【図１ａ】

【図１ｂ】

【図１ｃ】

【図１ｄ】
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